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第
２
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定
構
造
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14AH1704 
解説  正答──５ 

反力を求めたら、順次、片側から各点の曲げモーメントを求め、各点の曲げ

モーメントをつなげて、曲げモーメント図を完成させる。 

《反力を仮定して求める》 

ΣＭＡ＝０より、(Ｐ×３l )－(Ｐ×２l )－(ＶＢ×６l )＝０ 

  ∴ＶＢ＝
１

６
Ｐ (上向き) 

ΣＹ＝０より、ＶＡ＋ＶＢ－Ｐ＝０ 

ＶＡ＋
１

６
Ｐ－Ｐ＝０ 

∴ＶＡ＝
５

６
Ｐ (上向き) 

ΣＸ＝０より、 

 ＨＡ－Ｐ＝０ ∴ＨＡ＝Ｐ (右向き) 

《各点の曲げモーメント》 

Ａ点、Ｃ点、Ｄ点、Ｅ点、Ｂ点の曲げモーメントを求める。Ａ点、Ｂ点はピ

ンなので、ＭＡ＝０、ＭＢ＝０。 

・ＭＣ 

Ｃ点で切断した下側で計算する。ΣＭＣ＝０より、 

ＭＣ－(Ｐ×２l )＝０ 

∴ＭＣ＝２Ｐ l  (柱左側引張) 

・ＭＤ 

Ｄ点で切断した右側で計算する。ΣＭＤ＝０より、 

ＭＤ－
 
 
 
１

６
×３Ｐ l ＝０ 

ＭＤ＝
２

１
Ｐ l  (梁下側引張) 

・ＭＥ 

  Ｂ支点に水平反力が生じないためＭＥ＝０ 

正答の曲げモーメント図は５である。 
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14QH2903 
問題  

図のようなラーメンに鉛直荷重４Ｐ及び水平荷重Ｐが作用したときの曲げモ

ーメント図として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、曲げモーメン

ト図は、材の引張側に描くものとする。 
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14AH2903 
解説  正答──１ 

反力を求めたら、順次、片側から各点の曲げモーメントを求め、各点の曲げ

モーメントをつなげて、曲げモーメント図を完成させる。 

《反力を求める》 

ΣＭＡ＝０より、(Ｐ×２l )＋(４Ｐ×l ) 
－(ＶＥ×２l )＝０ 
∴ＶＥ＝３Ｐ（上向き） 

ΣＹ＝０より、ＶＡ＋ＶＥ－４Ｐ＝０ 

ＶＡ＋３Ｐ－４Ｐ＝０ 
∴ＶＡ＝Ｐ（上向き） 

ΣＸ＝０より、－ＨＡ＋Ｐ＝０ 

∴ＨＡ＝Ｐ（左向き） 

 

《各点の曲げモーメント》 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ点の曲げモーメントを求める。Ａ点、Ｅ点はピンなので、

ＭＡ＝０、ＭＥ＝０。 

・ＭＢ 

Ｂ点で切断した下側で計算する。ΣＭＢ＝０より、 

－ＭＢ＋(Ｐ×２l )＝０ 

∴ＭＢ＝２Ｐl（柱右側引張） 

・ＭＣ 

Ｃ点で切断で切断した右側で計算する。ΣＭＣ＝０よ

り、 

ＭＣ－(３Ｐ×l )＝０ 

∴ＭＣ＝３Ｐl（梁下側引張） 

・ＭＤ 

Ｅ点支点に水平反力が生じないためＭＤ＝０ 

正答の曲げモーメント図は１である。 
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